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累計13,000社420万人以上の組織開発・人材育成を支援するALL DIFFERENT（オールディファレント）株式会社

（所在地：東京都千代田区 代表取締役社長：眞﨑大輔）および「人と組織の未来創り🄬」に関する調査・研究を行

うラーニングイノベーション総合研究所🄬は、2025年1月21日～3月7日の期間で、2025年に企業に入社する新入社

員に対し、入社直前意識調査を行いました。本リリースでは、2025年の新入社員が、内定期間中にどのような準備

をして入社を迎えたか、「入社前の取り組み」にフォーカスした調査結果を公表します。 

 

背景 

 当社は、入社直前意識調査を通じ、2025年入社の

新入社員がどのような理想を抱いているのか、そし

てどのような気持ちで入社を迎えたのかを、第1弾*1、

第2弾*2で公表してきました。これらの調査では、新

入社員のキャリアに対する考え方や成長意欲につい

て公表しており、中でも、入社を迎え期待している

ことの1位は「学び、成長したい」という結果が明ら

かになりました。 

 このような健全な成長意欲を持っている新入社員

は、入社前にどのように内定先の企業とコミュニケーションを深め、入社の日を迎えたのでしょうか。     

本調査では、内定期間中の企業からのサポートを新入社員がどう受け止めていたのかという結果とともに入社後

にできるとよいサポート、そして来年度以降の新入社員受け入れのヒントをご紹介します。 

 

*1 入社直前意識調査（理想の社会人編）https://www.all-different.co.jp/app/uploads/all/news_20250401.pdf  
*2 入社直前意識調査（入社の心境編）https://www.all-different.co.jp/app/uploads/all/news_20250404.pdf   

調査結果の概要 

● 社会人になるにあたり努力したこと「働く経験」「生活習慣の改善」が上位に 

● 内定期間中の“ありがたかった支援” 「内定者との関係を築く機会」が6割以上でトップ 

次いで「先輩社員との関係を築く機会」が半数以上 

● 内定期間中“もっとサポートしてほしかったこと”  

1位は「具体的な業務内容を学ぶ機会」 2位は「先輩社員との関係を築く機会」 

● 内定期間中の会社の人とのコミュニケーションの充足感  

対人事、充足感あったと90%以上が回答。対先輩社員、充足感あったとの回答6割にとどまる 

〈考察〉新入社員の納得感・安心感を醸成する支援とは 

https://www.all-different.co.jp/app/uploads/all/news_20250401.pdf
https://www.all-different.co.jp/app/uploads/all/news_20250404.pdf
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調査結果の詳細 

 

1. 社会人になるにあたり努力したこと「働く経験」「生活習慣の改善」が上位に 

  

 まず、社会人になるにあたり努力したことについて質問しました。 

 結果、「アルバイトを通じ、働く経験をしている」が62.3%でトップとなりました。次いで、「早寝早起きなど、

生活習慣の改善に取り組んでいる」が38.8%、「専門知識を学んでいる」が35.5%という結果になりました。（図1） 
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2. 内定期間中の“ありがたかった支援” 「内定者との関係を築く機会」が6割以上でトップ 

次いで「先輩社員との関係を築く機会」が半数以上 

  

 次に、内定期間中にあった内定企業からの支援で「ありがたかったこと」は何だったか質問しました。 

 結果、「他の内定者との関係を築く機会」が61.9%で最も高い割合となりました。次いで「先輩社員との関係を築

く機会」が54.9%、「職場見学（オフィスツアー）」が39.6%という結果になりました。同じ会社の人との関係構築

の機会があったことに満足感を得ている様子が見られました。（図2） 
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3. 内定期間中“もっとサポートしてほしかったこと”  

1位は「具体的な業務内容を学ぶ機会」 2位は「先輩社員との関係を築く機会」 

 

 ありがたかった支援は「内定者との関係を築く機会」がトップでしたが、「もっと支援してほしかったこと」は

何だったのでしょうか。 

 結果、「具体的な業務内容を学ぶ機会」がトップで27.5%、「先輩社員との関係を築く機会」が25.6%、「業界の

専門知識や専門スキルを学ぶ機会」が21.6%と続く結果となりました。（図3） 
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4. 内定期間中の会社の人とのコミュニケーションの充足感  

対人事、充足感あったと90%以上が回答。対先輩社員、充足感あったとの回答6割にとどまる 

 

 内定期間中の会社からの支援で、「ありがたかった支援」と「もっと支援してほしかったこと」のどちらにも、

「先輩社員との関係を築く機会」がランクインしました。では、内定期間中のコミュニケーション量についてどの

ように感じていたのか、〔社長・役員〕〔人事・採用担当者〕〔先輩社員〕〔同期〕とコミュニケーションの相手

を4つに分けて分析しました。 

 

 

【社長・役員とのコミュニケーション】 

 まず、社長・役員とのコミュニケーションの充足感について

質問しました。 

 

 結果、「コミュニケーションの量が十分だったか」という質

問に対し、「そう思う」「ややそう思う」と回答した新入社員

は7割を超えました。（図4） 

 

 次に、社長・役員とのコミュニケーションにおいて、手法と

充足感の関係を調査しました。結果、「SNS」と「オンライン

会議」でのやり取りにおいて、充足感が高いことが明らかにな

りました。また、「コミュニケーションはとっていない」と回

答した層でも、十分だと思うかという質問に対し、「そう思う」

「ややそう思う」と回答した割合が半数以上いることもわか

りました。（図5） 
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【人事・採用担当者とのコミュニケーション】 

 続いて、人事・採用担当者とのコミュニケーションの充足感

について質問しました。 

 

 結果、「コミュニケーションの量が十分だったか」という質

問に対し、「そう思う」「ややそう思う」と回答した新入社員

は93.4%と、他関係者と比較して、最も高い割合となりました。

（図6） 

 

 次に、人事・採用担当者とのコミュニケーションにおいて、

手法と充足感の関係を調査しました。結果、すべての手法で十

分かという質問に対し、「そう思う」と回答した割合が6割を

超えており、「ややそう思う」を含めると9割以上が「十分」

と感じている結果となりました。特に「オンライン会議」「チ

ャット」での充足感が高いことが明らかになりました。（図7） 
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【先輩社員とのコミュニケーション】 

次に、先輩社員とのコミュニケーションの充足感について

質問しました。 

 

 結果、「コミュニケーションの量が十分だったか」という質

問に対し、「そう思う」「ややそう思う」と回答した新入社員

は65.6%と、他関係者と比較して最も低い割合となりました。

（図8） 

 

 次に、先輩社員とのコミュニケーションにおいて、手法と充

足感の関係を調査しました。結果、「オンライン会議」と「チ

ャット」の充足感が高い結果がわかりました。一方で、他関係

者と比較すると「電話」の充足感が低く、「対面」においては

社長・役員と同等の割合となりました。（図9） 
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【同期とのコミュニケーション】 

最後に、同期とのコミュニケーションの充足感について質

問しました。 

 結果、「コミュニケーションの量が十分だったか」という質

問に対し、「そう思う」「ややそう思う」と回答した新入社員

は71.1%となりました。（図10） 

 

 同期とのコミュニケーションにおいて、手法と充足感の関

係を調査しました。結果、十分かという質問に対し、どの手法

においても半数以上が「そう思う」と回答し、中でも「メール」

と「電話」のコミュニケーション手法で高い充足感を感じてい

たことが明らかになりました。一方で、「コミュニケーション

はとっていない」層における、コミュニケーションが十分と感

じなかったと回答した割合は、他関係者と比較して最も高い

ことも明らかになりました。（図11） 
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まとめ  

 2025年入社の新入社員が、入社までにどのような取り組みをしてきたのか、実態を調査しました。結果、内定期

間中に努力して取り組んだことのトップは「アルバイトを通じて働く経験をしたこと」でした。次いで「生活習慣

の改善」がランクインしており、これは2024年10月に実施した内定者意識調査*3で、想定する困難に「生活リズム

の変化」が高い割合となっていたこととの関係が推測でき、実際に社会人になる前に、働く経験や生活習慣の改善

に取り組み、事前準備していきたいという意図が想像できます。 

 また、内定期間中にありがたかった支援は、「内定者との関係構築」が最も高い割合となりました。一方で、も

っと支援してほしかったことは「具体的な業務内容を学ぶ機会」が最も高い割合となりました。「先輩社員との関

係構築」においては、ありがたかった支援ともっとサポートしてほしかったことのどちらにも挙がり、先輩社員と

のコミュニケーション構築への関心が高いことが伺えました。 

 先輩社員とのコミュニケーションが十分だったかどうか聞いたところ、「十分だった」という回答の割合は、社

長や人事よりも低い結果となりました。このことから、入社前・入社後に関わらず、先輩社員とのコミュニケーシ

ョンの在り方は工夫できる余地がありそうです。 

*3 内定者意識調査（内定期間中の心境編）https://www.all-different.co.jp/download/all/news_20250127.pdf  

 

 

〈考察〉新入社員の納得感・安心感を醸成する支援とは  

本調査では、新入社員が入社を迎えるにあたり、アルバイトで働く経験を積んだり、同期とのコミュニケーショ

ンを通じたりして、不安の軽減や自信の構築に取り組んできたことがわかりました。内定期間中にもっとしてほし

かった支援として、「業務内容を学ぶ経験」「専門知識・スキルを学ぶ機会」や「先輩社員とのコミュニケーショ

ン」が挙がりましたが、これらは入社後も支援が不足している可能性が高いと考えられます。これらを支援するた

めに、企業が取り組むべき2つのポイントをご紹介します。 

 

■業務・知識の意味・価値を学ぶ 

業務や専門知識の習得は必要不可欠ですが、納得感をもって仕事に取り組んでもらうためには、上司や先輩社員

から「この仕事にどんな意味・価値があるのか」を伝えることが重要です。会社のビジョンなどを就職説明会で聞

いてきた新入社員にとって、仕事の「意味」や「価値」を知ることは、会社へどのように貢献することができるか

を考えることとなり、モチベーションが高まることが期待できるでしょう。 

また、業務に直結する知識やスキルだけではなく、ビジネスパーソンとして活躍するために必須となる汎用的で

基礎的なマインド・知識・スキルの獲得やそのための習慣を身につけることの必要性も繰り返し伝え指導すること

も重要です。 

 

■先輩社員とのコミュニケーション 

調査結果から、先輩社員とのコミュニケーションの充足感が最も低かったことが分かりました。コミュニケーシ

ョン機会そのものがなかった場合もありますが、「機会があるけど本音が話せない」という情意的な影響も考えら

れます。入社直後は、頻繁にコミュニケーションの機会を設けることや積極的な声掛けが必要ですが、「話しやす

い相手」を作る工夫も重要です。OJTだけでなく、相談役の設置やメンター制度を取り入れることも有効です。OJT

は職場での業務を通じた成長をサポートしますが、メンターは「直属の上司以外の社員」が担当し、精神的な支援

を担います。新入社員が相談して良い相手ができることによって、入社後にあたる様々な壁を乗り越える手助けと

なるでしょう。 

 

ALL DIFFERENT株式会社 

事業開発推進本部 コンテンツマネジメント部 ユニットリーダー 

宮澤 光輝（みやざわ・こうき） 

東京大学卒業後、ALL DIFFERENT （旧トーマツ イノベーション/ラーニングエージェンシー）に入社。コンサ

ルタントと研修講師を兼務し、サービスの企画・開発、研修講師育成、中堅～大企業に対して研修の企画・提案

および実施などをはじめとした人材育成支援に従事。複数の全社プロジェクトでプロジェクトリーダーを担当。

現在はサービスの企画・開発チームのリーダーとして、対面研修、オンライン研修などの新サービスの企画・開

発、研修講師育成を担う。研修講師としては公開講座や企業内研修等で、OJT指導者向け、管理職向けの研修を

中心に年間100回以上実施。  

https://www.all-different.co.jp/download/all/news_20250127.pdf
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調査概要 

*本調査を引用される際は【ラーニングイノベーション総合研究所「入社直前意識調査（入社前の取り組み編）」】と明記ください 

*各設問において読み取り時にエラーおよびブランクと判断されたものは、欠損データとして分析の対象外としています 

*構成比などの数値は小数点以下第二位を四捨五入しているため、合計値が100%とならない場合がございます 

 

ラーニングイノベーション総合研究所について 

当社の研究機関、ラーニングイノベーション総合研究所🄬（以下、LI総研）は、「人と組織の未来創り🄬」に関する様々な調査・研究活動を行っております。 

LI総研はデータに基づいた最適な解決策もご提供し、お客様の組織開発をサポートしております。 

 

ALL DIFFERENT株式会社について 

当社は、組織開発・人材育成支援を手掛けるコンサルティング企業です。「真の未来創りの伴走者」として、人材育成から、人事制度の構築、経営計画の策定、人

材採用に至るまでの組織開発・人材育成の全領域を一貫してご支援しております。 

 

代表取締役社長  眞﨑 大輔 

本社所在地      〒100-0006 東京都千代田区有楽町 2-7-1 有楽町ITOCiA（イトシア）オフィスタワー 15F(受付)・17F・18F 

支社      関西支社、中部支社 

人員数     329人（2025年4月1日時点） 

事業         組織開発支援・人材育成支援、各種コンテンツ開発・提供、ラーニングイノベーション総合研究所による各種調査研究の実施 

サービス        定額制集合研修「Biz CAMPUS Basic」／ライブオンライン研修「Biz CAMPUS Live」 

ビジネススキル学習アプリ「Mobile Knowledge」／ビジネススキル診断テスト「Biz SCORE Basic」 

IT技術習得支援サービス「IT CAMPUS」／デジタルスキル習得支援サービス「DX CAMPUS」 

管理職アセスメント「Discover HR」「Competency Survey for Managers」／人事制度構築支援サービス「Empower HR」 

経営計画策定支援サービス「Empower COMPASS」／転職支援サービス「Biz JOURNEY」ほか 

URL            https://www.all-different.co.jp/corporate   

※記載されている社名、サービス名などの固有名詞は登録商標です。なお、本文および図表中において、必ずしも商標表示（ (R)、TM ）は付記していません。 

 

本件に関するお問い合わせ先 
ALL DIFFERENT（オールディファレント）株式会社  企画グループ 加藤、冨田、宇佐美 
Mail：ad-press@all-different.co.jp  Tel：03-5222-5111（代表） 080-4579-2761（宇佐美） 

 

調査対象者 当社が提供する内定者向け研修の受講者（2025年4月入社予定） 

調査時期 2025年1月21日～3月7日 

調査方法 Web・マークシート記入式でのアンケート調査 

サンプル数 273人 

属性 （1） 業種 
農業 林業 0人（0.0%） 

漁業 0人（0.0%） 
鉱業 採石業 砂利採取業 0人（0.0%） 
建設業 19人（7.0%） 

製造業 16人（5.9%） 
電気・ガス・熱供給・水道業 3人（1.1%） 
情報通信業 108人（39.6%） 

運輸業 郵便業 10人（3.7%） 
卸売業 小売業 14人（5.1%） 
金融業 保険業 14人（5.1%） 

不動産業 物品賃貸業 1人（0.4%） 
学術研究 専門・技術サービス業 12人（4.4%） 
宿泊業 飲食サービス業 0人（0.0%） 

生活関連サービス業 娯楽業 2人（0.7%） 
教育 学習支援業 0人（0.0%） 
医療 福祉 0人（0.0%） 

複合サービス事業 3人（1.1%） 
サービス業 他に分類されないもの 17人（6.2%） 
公務 0人（0.0%） 

その他 49人（17.9%） 
わからない 5人（1.8%） 

（2） 企業規模 
1～50人 28人（10.3%） 

51～100人 57人（20.9%） 
101～300人 106人（38.8%） 
301～1,000人 55人（20.1%） 

1,001～5,000人 3人（1.1%） 
5,001人～ 0人（0.0%） 
わからない 24人（8.8%） 

https://www.all-different.co.jp/corporate
mailto:ad-press@all-different.co.jp

